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特
集
・
成
熟
社
会
に
お
け
る
都
市
づ
く
り
②

都
市
計
画
の
転
換
横
浜
の
都
市
づ
く
り
の
課
題

大
方
潤
一
郎

取
り
巻
い
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

　
地
下
鉄
や
郊
外
高
速
鉄
道
が
も
た
ら
し
た
新
た
な
郊

外
居
住
生
活
の
可
能
性
を
具
体
的
な
住
宅
地
設
計
と
し

て
実
現
す
る
こ
と
。
ア
メ
ニ
テ
ィ
高
い
居
住
地
を
郊
外

に
建
設
す
る
こ
と
。
緑
も
な
く
煤
煙
に
つ
つ
ま
れ
た
単

調
な
都
市
を
離
れ
、
み
ず
み
ず
し
い
庭
園
の
中
に
住
ま

う
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
具
現
す
る
こ
と
。
そ
の

た
め
に
開
発
規
則
の
画
一
性
を
打
破
し
、
自
由
度
の
高

い
、
優
れ
た
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
新
市
街
地
開
発
を
可
能

に
し
、
促
進
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
近
代
都
市
計
画
制
の

生
ま
れ
た
目
的
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
な
形
態
に
即
し
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
主
と

し
て
子
育
て
期
に
あ
る
新
興
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
核
家
族
が

住
む
、
郊
外
の
庭
付
一
戸
建
な
い
し
二
戸
建
～
四
［
〔
建

一
―
郊
外
に
夢
を
託
し
た
近
代
都
市
計
画
と
そ
の
転
換

ニ
―
横
浜
の
状
況

三
―
二
十
一
世
紀
に
向
か
う
大
き
な
変
化
へ
の
対
応

四
―
横
浜
の
都
市
づ
く
り
の
方
向

五
―
街
づ
く
り
の
夢
の
あ
り
か

の
住
宅
か
ら
な
る
一
団
の
住
宅
地
で
あ
り
、
緑
・
太
陽
・

新
鮮
な
空
気
・
静
け
さ
に
あ
ふ
れ
、
曲
線
や
行
き
止
ま

り
の
街
路
、
建
物
に
囲
ま
れ
た
広
場
な
ど
が
巧
み
に
配

置
さ
れ
て
変
化
に
富
ん
だ
景
観
を
生
み
、
学
校
・
公
園
・

教
会
・
も
よ
り
商
店
な
ど
の
近
隣
施
設
が
適
切
に
整
備

さ
れ
た
、
そ
の
よ
う
な
「
田
園
都
市
」
で
あ
る
。

　
一
九
二
〇
年
代
か
ら
は
自
動
車
の
普
及
に
と
も
な
い
、

車
利
用
の
利
便
性
と
車
か
ら
の
安
全
性
の
両
立
を
計
画

課
題
に
加
え
、
さ
ら
に
は
高
層
住
棟
や
高
速
道
路
の
導

入
を
は
か
り
つ
つ
、
こ
う
し
た
形
式
の
住
宅
地
は
大
衆

化
し
、
蓄
積
さ
れ
た
計
画
技
術
は
、
戦
後
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
層
の
新
世
帯
形
成
期
を
迎
え
た
一
九
六
〇
年
代
に
は

世
界
各
国
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
、
郊
外
住
宅
団
地
開

発
を
通
じ
て
多
く
の
生
局
層
住
宅
地
に
応
用
さ
れ
て
い
っ
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近
代
都
市
計
画
制
は
、
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
の

初
頭
に
か
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
先
進
国
で
あ
い
つ
い
で
法

制
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
既
に
十
九
世
紀
の
後
半
の

段
階
で
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
建
築
条
例
制
度
に
よ
り
、
ド

イ
ツ
で
は
建
築
線
・
街
路
線
プ
ラ
ン
を
基
礎
と
し
た
地

区
建
設
計
画
制
度
に
よ
り
、
開
発
者
の
負
担
に
お
い
て

適
正
な
街
路
・
下
水
等
が
整
備
さ
れ
、
建
物
の
形
式
・

配
置
に
つ
い
て
も
一
定
以
上
の
水
準
が
確
保
さ
れ
る
制

度
を
確
立
し
て
い
た
。
問
題
は
、
こ
の
制
度
が
画
一
的
・

硬
直
的
に
過
ぎ
、
一
定
水
準
の
居
住
環
境
を
保
障
し
て

い
た
と
は
い
え
、
き
わ
め
て
単
調
で
、
潤
い
に
乏
し
い
、

画
一
的
な
街
を
大
量
生
産
し
、
旧
来
の
都
心
を
ぶ
厚
く

　
一
―
―
―
　
郊
外
に
夢
を
託
し
た
近
代
都
市
計
画
と
そ
の
転
換
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た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
郊
外
に
夢
を
託
し
て
展
開

し
て
き
た
近
代
都
市
計
画
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
〇
年

代
に
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
。

　
第
一
に
、
郊
外
化
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、
比
較
的

恵
ま
れ
た
階
層
の
人
々
は
郊
外
に
移
っ
て
行
き
、
出
る

に
出
ら
れ
な
い
人
々
が
旧
い
市
街
地
に
取
り
残
さ
れ
る
。

老
朽
化
し
空
き
家
の
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
市
街
地
の

家
賃
は
下
が
り
、
そ
こ
に
比
較
的
低
所
得
の
階
層
や
外

国
人
労
働
者
の
家
族
が
入
っ
て
来
る
。
先
住
民
の
う
ち

余
裕
の
あ
る
人
々
は
階
層
差
に
と
も
な
う
様
々
な
摩
擦

を
嫌
っ
て
郊
外
に
出
て
い
っ
て
し
ま
う
。
残
る
の
は
余

裕
の
無
い
人
々
、
と
い
う
「
悪
循
環
」
の
中
で
、
お
お

む
ね
一
九
一
〇
年
代
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
都
心
と
郊
外

の
は
ざ
ま
の
市
街
地
、
つ
ま
り
「
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
」

の
衰
退
・
荒
廃
現
象
が
目
だ
っ
て
き
た
こ
と
。

　
第
二
に
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
人
口
予
測
が
過
大

評
価
に
過
ぎ
、
出
生
率
の
低
下
、
結
婚
年
齢
の
上
昇
な

ど
に
よ
り
、
住
宅
需
要
の
伸
び
を
大
幅
に
下
方
修
正
す

る
必
要
が
明
ら
か
に
な
り
、
郊
外
住
宅
団
地
の
大
量
開

発
を
進
め
る
必
要
が
薄
れ
て
き
た
こ
と
。

　
第
三
に
、
実
際
に
居
住
し
て
見
る
と
、
郊
外
住
宅
団

地
の
生
活
は
単
調
で
不
便
で
、
想
像
し
て
い
た
よ
う
な

パ
ラ
ダ
イ
ス
で
は
な
い
こ
と
が
一
般
に
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
。
特
に
、
地
表
面
を
広
く
公
園
・
緑

地
状
に
空
け
て
高
層
住
棟
を
配
し
た
団
地
に
は
、
子
育

て
の
面
で
も
、
主
婦
の
精
神
衛
生
面
で
も
問
題
が
大
き

く
、
さ
ら
に
は
比
較
的
低
所
得
の
階
層
が
集
中
す
る
こ

と
に
起
因
す
る
治
安
上
の
問
題
、
共
同
ス
ペ
ー
ス
の
破

壊
・
汚
損
・
荒
廃
の
問
題
な
ど
、
問
題
が
多
発
し
た
。

二
戸
の
ガ
ス
爆
発
に
よ
る
住
棟
全
壊
の
事
例
も
現
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
高
層
住
宅
を
中
心
と
す
る
郊
外

住
宅
団
地
開
発
に
対
す
る
批
判
が
高
ま
り
、
郊
外
住
宅

団
地
の
設
計
方
針
は
、
比
較
的
小
規
模
な
低
・
中
層
住

棟
で
適
度
な
大
き
さ
の
コ
モ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
囲
み
、
街

路
側
は
両
側
に
建
物
が
並
ん
だ
伝
統
的
な
通
り
の
景
観

を
構
成
す
る
よ
う
な
、
ス
タ
イ
ル
に
変
っ
て
い
っ
た
こ

　
第
四
に
、
女
性
勤
労
者
の
増
加
に
と
も
な
い
、
郊
外

か
ら
長
時
間
通
勤
す
る
郊
外
居
住
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
人
気
が
下
が
る
一
方
、
夜
遅
く
ま
で
都
市
的
な
文
化
・

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
を
楽
し
む
都
市
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
人
気
が
復
興
し
て
き
た
こ
と
。

　
こ
れ
ら
を
背
景
と
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら

は
、
郊
外
団
地
開
発
を
減
速
な
い
し
停
止
し
、
都
市
づ

く
り
の
努
力
を
内
部
市
街
地
の
改
修
に
集
中
し
、
内
部

市
街
地
の
荒
廃
を
く
い
と
め
、
都
市
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
求
め
る
人
々
に
適
し
た
住
宅
を
内
部
市
街
地
の

再
開
発
や
保
全
修
復
型
再
開
発
を
通
じ
て
供
給
し
よ
う

と
い
う
、
都
市
づ
く
り
・
都
市
計
画
の
大
き
な
方
針
転

換
が
先
進
国
に
共
通
の
現
象
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
旧
来
の
水
運
・

鉄
道
輸
送
に
連
結
し
つ
つ
都
心
近
傍
に
存
在
す
る
工
場
・

倉
庫
・
輸
送
施
設
・
港
湾
施
設
な
ど
の
老
朽
化
・
陳
腐

化
・
遊
休
化
か
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
内
部
市
街
地
の

改
修
戦
略
や
、
金
融
・
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
主
軸

と
し
て
成
長
す
る
都
心
業
務
地
の
拡
張
戦
略
、
ア
メ
ニ

テ
ィ
の
高
い
都
心
歩
行
者
空
間
の
回
復
戦
略
、
等
と
か

ら
め
な
が
ら
、
こ
れ
ら
大
規
模
跡
地
の
土
地
利
用
転
換

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
¬
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
・
イ
ン
・
シ
テ
ィ
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
下
に
隆
盛
を
き
わ
め
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
は
バ
ッ
テ
リ
ー
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
が
、
ロ
ン
ド

ン
で
は
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
や
鉄
道
駅
・
ヤ
ー
ド
を
活
用
し

た
シ
テ
ィ
の
再
開
発
が
、
横
浜
で
は
「
み
な
と
み
ら
い

2
1
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
ま
さ
に
進
行
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。

　
一
方
、
郊
外
開
発
に
よ
っ
て
緑
や
自
然
を
侵
食
し
て

行
く
こ
と
へ
の
反
省
は
「
地
球
環
境
問
題
」
へ
の
社
会

的
関
心
を
背
景
に
、
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
都
市
づ
く
り

の
趨
勢
は
、
い
か
に
都
市
の
膨
張
を
抑
制
し
、
内
部
市

街
地
の
効
率
的
な
活
用
を
推
進
す
る
か
。
郊
外
開
発
を

行
わ
ざ
る
を
え
な
い
場
合
で
も
疎
散
な
開
発
を
廃
し
、

公
共
輸
送
機
関
が
成
立
し
う
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
（
凝
集

的
な
）
開
発
と
し
て
、
自
動
車
交
通
に
よ
る
大
気
汚
染

と
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑
制
す
る
か
、
と
い
う
方
向

に
向
か
っ
て
い
る
。

横
浜
の
状
況
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二

と
。
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東
京
圏
の
国
際
港
湾
都
市
と
し
て
幕
末
に
誕
生
し
た

横
浜
は
成
長
を
続
け
、
戦
前
に
は
概
ね
今
日
の
都
心
を

な
す
低
地
部
と
、
そ
れ
を
囲
む
山
の
か
け
上
が
り
ま
で

市
街
化
が
進
ん
で
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
戦
後
の
横
浜

は
東
京
の
郊
外
住
宅
地
と
し
て
の
性
格
を
強
め
、
特
に

高
度
成
長
期
以
降
は
急
速
に
郊
外
住
宅
地
開
発
が
進
行

し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
都
市
計
画
制
度
は
、
明
治
期

の
東
京
市
区
改
正
条
例
に
由
来
す
る
幹
線
道
路
を
中
心

と
し
た
都
市
基
幹
施
設
の
予
定
計
画
を
根
幹
と
し
、
工

業
立
地
と
盛
り
場
を
限
定
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
用

途
地
域
制
、
実
態
と
し
て
は
最
低
限
の
接
道
条
件
を
確

保
す
る
た
め
の
建
築
線
制
度
（
一
九
五
〇
年
の
建
築
基

準
法
制
定
以
降
は
接
道
義
務
と
道
路
位
置
指
定
制
度
に

退
縮
）
、
土
地
区
画
整
理
・
一
団
地
の
住
宅
経
営
（
後
、

一
団
地
の
住
宅
施
設
）
と
い
っ
た
新
市
街
地
形
成
事
業
、

な
ど
が
大
正
期
に
付
け
加
え
ら
れ
た
仕
組
と
な
っ
て
お

り
、
き
ち
ん
と
し
た
宅
地
基
盤
形
成
を
と
も
な
わ
な
い

ま
ま
農
道
な
ど
を
た
よ
り
に
「
自
然
発
生
的
」
に
進
行

す
る
郊
外
市
街
化
を
有
効
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
制
度

を
欠
い
て
い
る
。
一
九
六
八
年
の
新
都
市
計
画
法
に
よ
っ

て
、
市
街
化
調
整
区
域
、
開
発
許
可
制
度
が
導
入
さ
れ

た
と
は
い
え
、
市
街
化
区
域
内
の
小
規
模
開
発
に
つ
い

て
は
、
ほ
と
ん
ど
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
手
段
が
な
く
、
公

的
主
体
や
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た

大
規
模
住
宅
地
と
、
無
秩
序
に
開
発
さ
れ
た
ス
プ
ロ
ー

ル
市
街
地
、
ス
プ
ロ
ー
ル
市
街
地
が
時
間
を
経
て
建
て

づ
ま
っ
た
木
造
密
集
市
街
地
の
集
合
体
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
横
浜
の
郊
外
の
姿
で
あ
る
。

　
住
宅
地
の
居
住
環
境
と
し
て
も
、
独
自
の
宅
地
開
発

指
導
要
綱
を
用
い
る
な
ど
の
努
力
も
あ
り
、
学
校
だ
け

は
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
集
会
施
設
、
図
書
館

そ
の
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
は
不
足
し
て
お
り
、
住

宅
地
に
お
け
る
車
問
題
に
つ
い
て
も
、
駐
車
場
不
足
、

細
街
路
の
未
整
備
等
々
、
問
題
は
山
積
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
や
や
広
い
地
域
と
し
て
見
た
時
の
地
域
の
中

心
と
、
東
京
を
つ
な
ぐ
鉄
道
・
高
速
道
路
な
ど
の
交
通

網
は
そ
れ
な
り
に
整
っ
て
い
る
が
（
そ
し
て
、
そ
の
う

ち
の
多
く
が
横
浜
の
都
心
を
経
由
し
て
い
る
結
果
と
し

て
地
域
中
心
と
横
浜
都
心
と
が
つ
な
が
れ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
が
）
、
地
域
の
中
で
、
中
心
と
周
辺
を
つ
な
ぐ

交
通
手
段
、
周
辺
と
周
辺
を
つ
な
ぐ
交
通
手
段
は
、
道

路
と
し
て
も
、
公
共
輸
送
と
し
て
も
、
き
わ
め
て
弱
体

な
ま
ま
で
あ
る
。

　
こ
の
間
、
市
行
政
と
し
て
は
、
乏
し
い
手
法
を
総
動

員
し
て
郊
外
乱
開
発
を
抑
制
し
よ
う
と
務
め
な
が
ら
も

抑
制
し
き
れ
ず
、
都
市
づ
く
り
の
主
眼
を
、
東
京
の
郊

外
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
集
合
体
と
な
り
つ
つ
あ
る
横
浜
地

域
を
、
一
個
の
有
機
的
な
都
市
と
し
て
の
「
横
浜
」
に

再
編
成
す
る
た
め
の
「
中
心
性
」
の
強
化
に
置
い
て
き

た
と
い
っ
て
よ
い
。
関
内
と
横
浜
駅
に
分
か
れ
た
都
心

を
ひ
と
つ
に
結
ぶ
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
、
高
速
道
路

や
地
下
鉄
の
整
備
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の
建
設
、
主
と
し

て
都
心
部
で
展
開
さ
れ
た
「
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
」
な

ど
、
横
浜
の
都
市
づ
く
り
の
成
果
と
し
て
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
大
き
な
事
業
群
は
、
今
日
、
仕
上
げ
の
段
階

に
入
り
つ
つ
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
対
外
的
な
「
Y
O
K
O
H
A
M
A
」
の
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
は
確
立
し
つ
つ
あ
る
一
方
、
強
化
さ
れ

た
横
浜
都
心
は
、
居
住
民
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
で
は
、
日

常
の
暮
ら
し
と
は
離
れ
た
疎
遠
な
も
の
、
東
京
の
人
、

千
葉
・
埼
玉
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
、
市
民
に
と
っ
て

も
「
訪
れ
る
」
所
、
ふ
だ
ん
は
入
っ
て
は
い
け
な
い
客

座
敷
の
よ
う
な
所
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
今
日
の
横
浜
は
、
郊
外
市
街
地
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
都

心
部
に
比
肩
し
う
る
水
準
に
ま
で
高
め
る
と
い
う
、
一

九
六
〇
年
代
か
ら
積
み
残
さ
れ
た
ま
ま
の
課
題
、
都
市

計
画
の
世
界
的
な
潮
流
の
中
で
は
古
典
的
と
も
い
え
る

「
二
十
世
紀
」
的
な
宿
題
を
解
き
な
が
ら
、
二
一
十
一
世

紀
」
に
向
っ
て
解
か
ね
ば
な
ら
な
い
新
し
い
長
期
的
課

題
、
す
な
わ
ち
人
口
静
止
に
向
う
中
で
の
高
齢
化
・
労

働
力
問
題
、
環
境
問
題
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
の
郊
外

化
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
内
部
市
街
地
の
改
修
、
公
共
交
通

の
再
編
強
化
、
等
々
の
課
題
を
解
く
こ
と
を
迫
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

二
十
一
世
紀
に
向
う
大
き
な
変
化
へ
の
対
応

調査季報113－92.925
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日
本
の
大
都
市
に
共
通
す
る
課
題
で
あ
る
が
、
横
浜

も
、
「
二
十
一
世
紀
」
に
向
か
っ
て
、
都
市
を
と
り
ま

く
大
き
な
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
て

い
る
。

①
生
活
都
市
づ
く
り
へ
の
転
換
－
そ
の
第
一
は
、
二
十

一
世
紀
前
半
に
は
伸
び
が
静
止
す
る
と
予
測
さ
れ
る
日

本
の
人
口
構
成
の
変
化
に
伴
う
諸
課
題
へ
の
対
応
で
あ

る
。
人
口
構
成
は
高
齢
化
し
、
若
年
労
働
力
は
確
実
に

不
足
す
る
。
し
た
が
っ
て
単
な
る
高
齢
者
福
祉
の
推
進

や
託
児
所
な
ど
の
拡
充
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
高
齢
者
や

女
性
が
働
き
や
す
い
就
業
・
生
活
の
環
境
づ
く
り
、
壮

年
男
性
勤
労
者
層
が
家
事
・
地
域
生
活
へ
回
帰
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
「
通
勤
地
獄
」

の
改
善
、
時
短
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
居
住
環
境
づ
く

り
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
伴
な
う
多
民
族
化

社
会
へ
の
環
境
づ
く
り
な
ど
、
従
来
の
遠
距
離
通
勤
型

郊
外
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
住
宅
地
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
根
本
的

に
異
な
っ
た
生
活
都
市
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
、
都

市
の
基
礎
的
な
活
力
を
維
持
す
る
こ
と
自
体
が
困
難
に

な
る
。

②
多
消
費
型
都
市
か
ら
の
転
換
－
日
本
を
含
め
諸
先
進

国
の
人
口
は
静
止
す
る
一
方
、
途
上
国
の
人
口
は
今
後

と
も
増
加
し
、
生
活
水
準
も
上
が
っ
て
い
く
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
の
面
か
ら
も
、
地
球
環
境
の
面
か
ら
も
、
ま

た
ロ
ー
カ
ル
な
ゴ
ミ
処
分
問
題
の
面
か
ら
も
、
戦
後
ア

メ
ー
カ
型
の
大
量
生
産
・
大
量
消
費
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
多

消
費
型
の
使
い
捨
て
文
明
を
今
後
と
も
成
長
さ
せ
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
く
な
ろ
う
。
た
と
え
自
動
車
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
の
飛
躍
的
改
善
、
排
ガ
ス
の
劇
的
改
善
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
道
路
渋
滞
問
題
・
交
通
弱
者
の
問
題
は

残
り
、
自
動
車
交
通
依
存
の
構
造
の
ま
ま
大
都
市
を
膨

張
さ
せ
る
こ
と
は
、
生
活
都
市
づ
く
り
の
面
か
ら
も
、

も
は
や
限
界
に
達
し
て
お
り
、
公
共
交
通
依
存
型
の
都

市
構
造
へ
の
転
換
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
特
に
日
本

で
は
せ
い
ぜ
い
二
十
五
年
で
使
い
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う

都
市
の
建
物
の
あ
り
方
も
転
換
を
迫
ら
れ
よ
う
。

③
高
度
情
報
基
盤
の
生
活
化
－
途
上
国
の
成
長
に
と
も

な
い
、
日
本
国
内
の
産
業
構
造
は
高
度
化
し
て
行
か
ざ

る
を
え
な
い
。
そ
の
際
の
基
盤
を
な
す
物
的
・
社
会
的

イ
ン
フ
ラ
は
、
高
度
化
さ
れ
た
情
報
処
理
機
能
が
高
度

化
さ
れ
た
通
信
網
で
結
ば
れ
た
高
度
情
報
処
理
・
通
信

網
で
あ
る
。
衛
生
通
信
、
移
動
体
通
信
、
高
速
デ
ー
タ

通
信
等
の
展
開
、
「
電
脳
」
の
高
度
化
・
低
価
格
化
の

恩
恵
を
活
か
し
な
が
ら
「
高
度
管
理
社
会
化
」
を
想
起

さ
せ
る
集
中
管
理
化
の
副
作
用
を
除
去
し
、
い
か
に
し

て
生
産
・
就
業
・
生
活
の
場
に
「
市
民
化
」
さ
れ
た
情

報
基
盤
を
持
ち
込
む
か
。
生
活
都
市
の
構
築
、
省
消
費

型
都
市
の
構
築
の
技
術
的
基
盤
と
し
て
も
、
こ
の
「
通

信
す
る
電
脳
」
に
支
え
ら
れ
る
情
報
基
盤
の
整
備
は
不

可
欠
と
な
ろ
う
。

四
―
横
浜
の
都
市
づ
く
り
の
方
向

　
で
は
、
こ
れ
ら
の
都
市
づ
く
り
の
大
き
な
課
題
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
当
面
の
横
浜
の
都
市
づ
く
り
の
、
特
に

都
市
計
画
に
か
か
わ
る
分
野
で
の
、
力
点
は
ど
の
よ
う

な
方
向
に
振
り
向
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

①
―
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
の
形
成
・
内
部
市
街
地
の
充
実

　
残
さ
れ
た
自
然
環
境
を
次
代
に
渡
す
た
め
に
も
、
職

住
の
近
接
を
は
か
り
、
不
要
な
交
通
を
削
減
し
、
公
共

交
通
の
効
率
を
上
げ
、
都
市
的
な
ア
メ
ニ
テ
ィ
高
い
居

住
地
を
再
構
築
す
る
た
め
に
も
、
安
易
な
郊
外
へ
の
市

街
地
拡
張
は
抑
制
し
、
内
部
市
街
地
の
自
発
的
更
新
の

力
を
誘
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
的
な
、
つ
ま
り

密
度
高
く
人
が
居
住
し
て
い
て
も
、
建
物
の
相
互
関
係
、

共
有
ス
ペ
ー
ス
、
公
共
空
間
・
施
設
の
配
置
へ
の
配
慮

に
よ
っ
て
住
み
や
す
い
環
境
が
保
障
さ
れ
た
市
街
地
、

災
害
に
強
く
、
内
装
や
外
壁
を
補
修
す
る
こ
と
で
長
く

使
い
続
け
ら
れ
る
市
街
地
、
を
形
成
す
る
こ
と
。
特
に
、

都
心
周
辺
や
駅
周
辺
で
の
都
市
型
住
宅
の
確
保
、
積
極

的
な
商
業
業
務
・
住
宅
複
合
市
街
地
の
形
成
、
一
九
六

〇
年
代
ま
で
に
形
成
さ
れ
建
替
期
に
入
っ
て
い
る
「
自

然
発
生
型
」
内
部
住
宅
地
を
、
地
区
の
特
性
に
応
じ
て
、

三
階
建
て
中
心
の
戸
建
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
型
住
宅
地
、
四
、

五
階
建
て
中
心
の
ア
パ
ル
ト
マ
ン
型
住
宅
地
（
ア
パ
ー

ト
と
読
ん
で
は
貧
相
な
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
し
、

マ
ン
シ
ョ
ン
と
呼
ぶ
と
エ
レ
ベ
ー
タ
付
片
廊
下
高
層
住

棟
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
、
あ
え
て
ア
パ
ル
ト
マ
ン

26
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と
パ
リ
風
に
呼
び
た
い
）
に
更
新
し
て
い
く
こ
と
。
そ

の
手
段
と
し
て
一
九
九
二
年
の
法
改
正
で
拡
充
さ
れ
た

地
区
計
画
制
度
（
誘
導
容
積
制
・
工
区
に
分
か
れ
た
一

団
地
認
定
そ
の
他
）
の
活
用
、
い
っ
そ
う
の
制
度
拡
充

の
検
討
。
目
標
市
街
地
像
に
比
べ
て
過
大
な
指
定
容
積

率
と
な
っ
て
い
る
地
区
の
指
定
用
途
容
積
地
域
見
直
し
。

②
―
公
共
交
通
の
充
実

　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
実
態
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
自
動

車
型
の
交
通
体
系
の
ま
ま
で
は
、
ど
れ
だ
け
道
路
を
造
っ

て
も
道
路
不
足
は
解
消
さ
れ
な
い
。
誰
も
が
自
動
車
を

使
え
る
わ
け
で
も
な
い
。
環
境
面
か
ら
も
、
高
齢
化
へ

の
対
応
面
か
ら
も
、
公
共
交
通
の
拡
充
は
必
要
で
あ
る
。

地
下
鉄
網
を
着
実
に
拡
充
し
て
い
く
に
し
て
も
、
既
に

拡
散
的
に
形
成
さ
れ
て
し
ま
っ
た
横
浜
の
郊
外
居
住
地

全
域
に
サ
ー
ビ
ス
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
今
日
、

横
浜
の
地
域
公
共
交
通
は
バ
ス
頼
り
と
い
う
の
が
実
情

で
あ
る
が
、
こ
の
バ
ス
輸
送
を
抜
本
的
に
改
善
し
、
自

家
用
車
に
頼
ら
ず
に
移
動
で
き
る
交
通
体
系
を
確
立
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
第
一
に
、
バ
ス
通

り
と
な
る
地
区
幹
線
道
路
、
い
わ
ゆ
る
中
骨
道
路
の
交

通
の
円
滑
化
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
道
路
の
重
点
的

整
備
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
道
路
の
「
抜
け
道
」
的
利
用

に
よ
る
広
域
的
通
過
交
通
の
混
入
を
防
ぐ
た
め
、
主
要

幹
線
道
路
網
の
形
成
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
第
二
に
、

バ
ス
待
ち
環
境
、
つ
ま
り
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
を
抜
本
的
に

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。
道
路
の
部
分
的
拡
幅
、
市
街

地
環
境
設
計
制
度
な
ど
に
よ
る
公
開
空
地
を
活
用
し
て
、

雨
風
が
し
の
げ
、
夜
も
明
る
く
、
バ
ス
の
運
行
状
況
が

把
握
で
き
、
で
き
れ
ば
電
話
や
ト
イ
レ
を
備
え
た
、
街

角
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
歩
道

に
バ
ス
乗
降
場
を
切
り
込
む
の
は
一
般
車
両
の
渋
滞
対

策
で
あ
っ
て
、
歩
道
に
余
裕
が
あ
る
な
ら
そ
れ
も
良
い

が
、
バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
が
歩
道
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
で
は
本

末
転
倒
で
あ
る
。
幹
線
道
路
は
別
と
し
て
、
一
般
の
バ

ス
通
り
で
は
一
般
車
両
が
バ
ス
を
追
い
抜
け
な
く
て
も

良
い
。
第
三
に
、
バ
ス
車
体
と
運
行
シ
ス
テ
ム
の
現
代

化
が
必
要
で
あ
る
。
お
金
を
か
け
て
、
き
ち
ん
と
開
発

す
れ
ば
、
乗
り
降
り
が
は
る
か
に
楽
で
、
揺
れ
ず
、
臭

わ
ず
、
静
か
な
車
体
、
移
動
体
通
信
を
活
用
し
た
緻
密

な
運
行
管
理
・
表
示
シ
ス
テ
ム
は
す
ぐ
に
で
も
出
来
る

は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
新
規
設
備
投
資
は

現
行
の
独
立
採
算
シ
ス
テ
ム
で
は
困
難
で
あ
る
。
道
路

交
通
へ
の
負
荷
軽
減
・
駐
車
需
要
の
低
減
・
環
境
へ
の

負
荷
軽
減
・
市
民
の
一
般
的
福
祉
向
上
な
ど
を
総
合
的

に
判
断
し
た
財
政
の
投
入
が
必
要
で
あ
る
。
道
路
投
資

へ
の
財
源
を
公
共
交
通
に
振
り
向
け
る
制
度
改
革
も
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

③
―
郊
外
住
宅
市
街
地
の
保
全
と
更
新
誘
導

　
現
に
あ
る
比
較
的
良
質
な
環
境
を
そ
な
え
た
郊
外
住

宅
地
、
つ
ま
り
庭
に
樹
木
が
育
つ
敷
地
六
十
坪
程
度
以

上
の
庭
付
戸
建
住
宅
地
の
、
現
在
の
低
密
な
環
境
を
保

全
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
一
方
で
現
居
住
者
が

住
み
続
け
る
た
め
の
要
求
へ
の
対
応
も
重
要
で
あ
る
。

三
世
代
二
所
帯
居
住
へ
の
要
求
、
相
続
に
と
も
な
う
敷

地
分
割
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
高
密
化
を
一
律
に
抑
制

し
、
転
売
を
通
じ
た
住
み
替
え
を
促
進
す
る
の
か
、
あ

る
程
度
の
高
密
化
を
許
容
し
な
が
ら
新
た
な
街
づ
く
り

の
ル
ー
ル
を
導
入
し
て
、
従
来
の
居
住
者
が
住
み
続
け

つ
つ
新
住
民
を
受
入
れ
な
が
ら
、
そ
れ
な
り
の
環
境
を

創
り
出
し
て
行
く
の
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
恵
ま
れ
た

住
民
が
多
数
を
占
め
、
住
民
が
保
全
を
選
択
し
た
住
宅

地
は
、
建
築
協
定
や
地
区
計
画
を
通
じ
て
保
全
の
ル
ー

ル
を
固
め
る
こ
と
、
そ
れ
を
行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
仕
組
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
で
な
い
地
区
に

つ
い
て
は
、
敷
地
細
分
化
の
現
状
を
踏
ま
え
、
適
切
な

住
宅
地
環
境
へ
と
更
新
で
き
る
よ
う
、
た
と
え
ば
、
三

十
坪
の
最
小
限
敷
地
規
模
規
制
を
導
入
し
な
が
ら
容
積

率
を
一
五
〇
％
に
緩
和
、
街
並
や
相
隣
環
境
に
配
慮
し

な
が
ら
無
理
な
く
三
階
化
で
き
る
よ
う
な
斜
線
・
高
度
・

日
影
規
制
、
あ
る
い
は
一
団
地
認
定
制
度
な
ど
を
活
用

し
た
集
団
協
調
建
て
替
え
の
仕
組
を
、
目
標
市
街
地
イ

メ
ー
ジ
に
応
じ
て
、
セ
ッ
ト
で
導
入
す
る
と
い
っ
た
更

新
誘
導
の
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
ろ
う
。

④
―
公
共
的
空
間
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
と
快
適
化

　
公
共
空
間
、
半
公
共
的
ス
ペ
ー
ス
の
質
の
向
上
・
快
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適
化
の
課
題
は
多
岐
に
亘
る
。
高
齢
者
や
身
障
者
の
た

め
だ
け
で
な
く
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
す
人
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
バ
ギ
ー
を
引
く
人
、
た
ま
た
ま
体
の
不
調
な
人
、

な
ど
、
お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
た
め
に
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
街
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
は
最
も
大
切
な
課
題

で
あ
る
。
こ
う
し
た
公
共
空
間
の
快
適
化
か
伴
わ
な
け

れ
ば
、
公
共
交
通
の
充
実
も
成
果
が
上
か
ら
な
い
こ
と

に
な
る
。
道
路
横
断
橋
の
よ
う
な
日
本
の
名
物
は
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
無
く
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

外
部
公
共
空
間
だ
け
で
な
く
、
公
共
建
築
、
駅
舎
、
多

く
の
市
民
が
利
用
す
る
施
設
・
建
物
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。

　
ま
た
物
的
な
障
壁
だ
け
で
な
く
文
化
的
な
障
壁
を
無

く
し
て
い
く
こ
と
も
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

二
十
一
世
紀
に
向
っ
て
横
浜
は
多
民
族
共
生
都
市
を
築

い
て
い
く
と
す
る
な
ら
、
少
な
く
と
も
、
街
や
交
通
機

関
の
各
種
表
示
・
標
識
・
サ
イ
ン
等
々
の
表
示
言
語
・

様
式
を
「
国
際
化
」
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
近
隣
レ
ベ
ル
に
お
け
る
歩
き
や
す
い
環
境
を
備

え
た
生
活
道
路
の
整
備
も
古
く
て
新
し
い
課
題
で
あ
る
。

通
過
交
通
を
排
除
す
る
「
環
境
セ
ル
」
の
設
定
を
推
進

し
、
タ
ク
シ
ー
の
み
な
ら
ず
大
型
車
ま
で
殺
到
す
る
六
ｍ

ク
ラ
ス
の
「
抜
け
道
」
は
積
極
的
に
切
断
す
る
か
、
地

区
幹
線
道
路
と
し
て
位
置
付
け
直
し
て
拡
幅
す
る
か
、

決
断
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

⑤
―
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
多
様
化

　
横
浜
で
は
、
学
校
は
と
も
か
く
、
一
般
的
な
文
化
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
貧
困
は
多
く
の
市
民
が
指

摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
旧
来
の
ス

タ
イ
ル
を
踏
襲
し
て
、
博
物
館
・
美
術
館
・
体
育
館
、

と
い
っ
た
○
○
館
を
各
地
域
に
均
等
に
建
て
て
い
け
ば

よ
い
、
と
い
う
時
代
は
終
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
ど
こ
に
で
も
あ
る
凡
庸
な
「
ハ
コ
モ
ノ
」
施
設
を

シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
的
に
整
備
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
こ

に
し
か
な
い
、
こ
こ
な
れ
ば
こ
そ
、
と
い
う
個
性
化
し

た
多
様
な
施
設
を
企
画
し
、
市
民
全
体
の
ア
ク
セ
ス
を

確
保
す
る
シ
ビ
ル
マ
キ
シ
マ
ム
的
発
想
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
本
当
に
国
際
都
市
を
め
ざ
す
の
で
あ
れ
ば
、

教
育
・
文
化
施
設
の
多
民
族
・
多
文
化
対
応
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
そ
も
そ
も
、
○
○
館
と
い
う
発
想
は
、
ハ
ー
ド
と
し

て
の
敷
地
や
建
物
と
、
ソ
フ
ト
と
し
て
の
運
用
形
態
が

固
着
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
今
日
求
め
ら
れ
て
い
る
文
化
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
ソ
フ
ト
と
、
ハ
ー
ド
と
し
て
の
空
間
の
関
係
は
、

は
た
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、

ハ
ー
ド
と
し
て
は
無
限
定
な
屋
外
・
屋
内
ス
ペ
ー
ス
が

用
意
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ー
ド
の
管
理
と
は
独
立
し
た
ソ

フ
ト
の
企
画
・
運
営
が
、
各
地
に
「
出
前
」
サ
ー
ビ
ス

を
す
る
と
い
う
方
式
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
の
意
味
で
、
公
園
は
む
し
ろ
重
要
な
文
化
施
設
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
よ
い
し
、
河
川
に
つ
い
て
も
治
水
機

能
と
美
観
・
景
観
の
調
和
と
い
っ
た
狭
い
視
野
を
超
え
、

河
川
の
本
来
的
機
能
と
し
て
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
機
能
を
据
え
て
か
か
る
発
想
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。

　
火
葬
場
、
墓
地
も
文
化
施
設
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
と
し
て
考
え
直
す
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
新
し
い

死
生
観
・
家
族
観
に
根
差
し
た
、
新
し
い
葬
送
儀
礼
や

墓
参
り
の
ス
タ
イ
ル
は
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
、
極
端
な
言

い
方
を
す
れ
ば
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
の
火
葬
場
、

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
墓
地
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
も
い

え
る
。
戦
後
、
急
速
に
都
市
化
し
た
人
々
の
多
く
は
故

郷
に
帰
る
べ
き
墓
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
都

市
型
・
高
齢
化
社
会
の
都
市
づ
く
り
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
。

⑥
―
自
己
表
現
と
し
て
の
街
づ
く
り
の
形
式
を

　
服
装
が
自
己
表
現
で
あ
る
よ
う
に
、
住
宅
や
住
宅
ま

わ
り
の
し
つ
ら
え
も
住
み
手
の
自
己
表
現
で
あ
り
、
そ

の
集
積
で
あ
る
街
は
、
街
の
住
み
手
・
使
い
手
達
の
集

団
的
自
己
表
現
で
あ
る
。
今
日
、
日
本
の
集
合
住
宅
の

大
半
で
は
、
こ
の
住
み
手
の
自
己
表
現
の
余
地
が
な
く
、

ど
れ
を
買
う
か
借
り
る
か
と
い
う
選
択
の
余
地
す
ら
、

住
宅
形
式
の
画
一
化
に
よ
っ
て
狭
め
ら
れ
て
い
く
一
方

で
あ
る
。
戸
建
住
宅
に
し
て
も
、
建
売
り
住
宅
、
商
品

住
宅
の
画
一
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、
建
築
家
や
工
務
店

に
縁
の
薄
い
庶
民
に
と
っ
て
は
、
出
窓
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
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ン
や
、
屋
根
・
外
壁
の
色
の
他
に
、
自
己
表
現
の
機
会

を
得
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
で
さ
え
、
床
面
積
が
と
れ
れ
ば
、
あ
と
は
適
当
な
見

栄
え
の
良
い
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
が
つ
い
て
さ
え
い
れ

ば
良
い
、
と
い
う
の
が
大
半
の
施
主
の
感
覚
で
あ
ろ
う
。

　
街
行
く
人
々
の
ス
タ
イ
ル
を
眺
め
る
こ
と
も
都
市
の

本
来
的
な
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
よ
う
に
、
街
を
形

づ
く
る
個
々
の
建
物
や
庭
に
表
現
さ
れ
た
人
々
の
個
性

を
眺
め
る
こ
と
は
街
の
楽
し
さ
の
大
切
な
要
因
で
あ
り
、

何
を
着
る
か
が
人
生
の
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
よ
う
に
、

ど
う
住
む
か
と
い
う
こ
と
は
大
い
な
る
人
生
の
楽
し
み

で
あ
る
は
ず
の
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

　
調
和
し
た
景
観
を
創
ろ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
画
一
的

な
景
観
を
強
要
す
る
こ
と
は
愚
で
あ
る
。
が
、
言
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
文
法
の
基
盤
が
必
要
で
あ
る

よ
う
に
、
街
の
景
観
を
通
じ
た
自
己
表
現
に
も
共
通
の

形
式
、
表
現
の
コ
ー
ド
が
必
要
で
あ
る
。
今
日
の
日
本

の
多
く
の
街
で
は
自
己
表
現
す
る
共
通
の
形
式
が
存
在

し
な
い
た
め
、
自
己
表
現
が
空
回
り
し
て
ノ
イ
ズ
化
し
、

読
み
取
り
不
能
と
な
り
、
結
果
と
し
て
画
一
的
な
景
観

を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
く
。

　
街
づ
く
り
に
お
い
て
、
何
を
共
通
の
枠
組
み
と
し
、

ど
の
部
分
で
自
己
表
現
を
競
う
こ
と
に
す
る
か
、
と
い

う
街
づ
く
り
の
文
法
的
枠
組
み
が
見
え
ず
、
あ
る
い
は

存
在
し
な
い
こ
と
が
、
乱
雑
に
し
か
見
え
な
い
街
と
、

制
服
集
団
の
よ
う
な
街
の
両
極
を
生
み
出
し
て
い
く
。

東
洋
・
西
洋
を
問
わ
ず
、
伝
統
的
な
街
並
と
は
、
こ
の

街
づ
く
り
の
文
法
が
自
ず
と
共
有
さ
れ
、
決
し
て
画
｝

的
で
な
い
個
性
が
調
和
を
保
っ
て
い
る
街
並
を
形
成
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
が
っ
て
の
郊
外
戸
建
住
宅
地

に
は
、
そ
れ
な
り
の
慣
習
的
コ
ー
ド
が
存
在
し
て
い
た

し
、
町
屋
で
構
成
さ
れ
て
い
た
商
店
街
に
も
文
法
は
読

み
取
れ
た
。
街
づ
く
り
の
文
法
が
未
熟
な
所
で
、
あ
る

い
は
変
っ
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
所
で
、
新
し
い
街
づ

く
り
の
文
法
を
、
ま
ず
は
地
域
ご
と
に
、
住
民
が
本
音

を
ぶ
つ
け
あ
い
、
知
恵
を
出
し
あ
い
な
が
ら
組
み
立
て

て
い
く
こ
と
が
、
都
市
的
住
様
式
の
確
立
し
て
い
な
い

日
本
の
街
づ
く
り
や
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
、
景
観
形
成

に
お
け
る
最
大
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

街
づ
く
り
の
夢
の
あ
り
か

　
こ
れ
か
ら
の
都
市
づ
く
り
と
は
、
キ
ラ
キ
ラ
と
し
た

壮
麗
な
大
伽
藍
を
築
く
よ
う
な
類
の
夢
を
か
き
た
て
る

都
市
づ
く
り
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
よ
う
な
、
「
物
」

に
投
影
さ
れ
た
夢
に
よ
っ
て
人
々
の
努
力
を
結
集
す
る

よ
う
な
街
づ
く
り
で
は
な
く
、
い
き
い
き
と
し
た
個
々

人
の
多
様
な
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
、
目
立
だ
な
い

空
気
の
よ
う
な
、
し
か
し
高
度
で
快
適
な
、
ま
さ
に
生

活
文
化
の
環
境
を
作
る
街
づ
く
り
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら

の
街
づ
く
り
で
あ
ろ
う
。

　
人
々
の
暮
ら
し
も
、
地
球
を
踏
み
し
だ
き
、
大
地
を

根
こ
ぎ
に
す
る
よ
う
な
、
荒
々
し
く
強
大
な
暮
ら
し
方

で
は
な
く
、
大
地
の
上
に
ふ
わ
っ
と
乗
り
、
軽
や
か
に
、

広
が
り
豊
か
な
生
き
方
を
楽
し
む
方
向
に
変
っ
て
い
く

だ
ろ
う
し
、
ま
た
変
ら
な
け
れ
ば
、
ど
の
み
ち
、
地
球

上
で
の
人
間
の
暮
ら
し
は
成
り
立
だ
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
本
来
、
都
市
の
主
役
は
人
で
あ
っ
て
、
街
は
人
々
の

暮
ら
し
を
ひ
き
た
て
る
舞
台
装
置
で
あ
り
、
ま
た
人
々

の
暮
ら
し
の
表
現
で
も
あ
る
。
モ
ノ
に
託
し
て
夢
を
描

く
よ
う
な
街
づ
く
り
の
時
代
は
終
わ
る
。
人
々
の
夢
を

支
え
る
モ
ノ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
検
討
し
、
人
々
の
夢
が

モ
ノ
を
通
じ
て
リ
ア
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
回
路
を
つ
な
ぐ
街

づ
く
り
を
考
え
る
時
が
来
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
Λ
横
浜
国
立
大
学
工
学
部
助
教
授
Ｖ
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